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神津牧場天文台の概要と運営 

～私立天文台の現状と課題～ 
田中千秋（神津牧場天文台副台長）  

 
1. はじめに 

 神津牧場天文台は関東天文協会が運営する

私立の天文台で、会員制を採用しています。 
（以下、神津牧場天文台を「天文台」、関東天

文協会を「協会」と記述します。） 
 天文台の事業は、神津牧場天文台運営規約

第 3 条により「天文台は、天文に関する観測、

研究、天体写真の撮影、天体望遠鏡の改善、

製作及び観望会、天文台公開等の天文普及に

関する事業を行なう。」と定められ、対外的に

は一般観望会やメシエマラソン等を実施して

います。 
本編では、天文台の概要と運営について紹介

し、私立の天文台の活動や運営に関する実情

をご理解いただければ幸いと考えています。 
 

 
図 1 神津牧場天文台の 76 センチ反射赤道儀 

2. 神津牧場天文台の概要 

2.1 天文台の位置 

天文台の位置は「群馬県甘楽郡下仁田町南

野牧」にある公益財団法人神津牧場（以下、

「神津牧場」と記述します。）の敷地の一角に

あります。 
座標的には東経 138 度 37 分、北緯 36 度

14 分、標高は 1,130 メートルの高地に位置し

ています。天文台付近からは遠く浅間山を望

み、また妙義山を見下ろす環境にあります。 
そのほか、2014 年に世界遺産に登録された

富岡製糸場を代表とする絹産業遺産群のひと

つ「荒船風穴」も約 3 キロメートルの至近に

存在しています。 
2.2 神津牧場との関係 

神津牧場の所有する広大な敷地の一部を協

会がお借りして天文台を建設し、運営を行っ

ています。 
天文台の活動は、独自に行っているもので、

神津牧場とは原則、経営も運営も別物といえ

ますが、毎年、神津牧場のイベントに協力し

た活動（花まつりの際、昼間の太陽を見る観

望会を開催）等も行っています。 
 
3. 天文台施設 
3.1 施設建物等 

天文台には 4 棟の観測室と 3 棟の付属建物

並びにそれ以外の施設から成り立っています。

（1）メイン観測棟 

天文台のメイン観測機材である口径 76 セ

ンチメートル反射式赤道儀（図 1）が据え付

けられた 5.5 メートル角の観測室（図 2）を

持ち、屋根は電動式スライディングルーフ構

造となっています。 
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（2）第 2 観測棟 

25 センチダルカーカム式反射赤道儀及び

20 センチニュートン式反射赤道儀を備えた

両開き式のスライディングルーフ式観測室

（図 3）です。 
（3）第 3 観測棟 

15 センチ双眼鏡を格納した 2 メートル角

の小型の観測室（図 4）で、屋根を手動で滑

り下ろして星空が見渡せるようになったもの

です。 
（4）第 4 観測棟 

2 メートル角の開閉屋根を備えた観測室

（図 5）で、太陽観測や天体写真撮影ができ

る観測室です。 
（5）研究棟 

会議、談話、休憩等のための 20 畳敷き程

度の広さを持つ建物です。 
（6）宿泊棟 

6 畳一間の宿泊棟があり、仮眠する場合は

この宿泊棟及び研究棟を使います。 
（7）倉庫棟 

天文台をメンテナンスする道具等の物置を

備えています。 
（8）観測広場 

建物ではありませんが、敷地内に幅 2 メー

トル、長さ 12 メートルのコンクリート床を 
2 か所つくり、会員や来客者が持参した天体

望遠鏡を組み立て、観測ができるようにした

場所を備えています。 
（9）その他 

そのほか、トイレ、駐車場等があります。 
 

3.2 観測機材 

（1）76 センチ反射赤道儀 

メイン観測室に設置されている天文台のシ

ンボルともいえる機材です。口径 76 センチ、

Ｆ5 のニュートン式反射望遠鏡で、接眼部が

天頂付近の観測では覗き位置が高くなり危険

を伴うので、リレーレンズ方式の接眼部を採

用し、比較的低い位置で観測が可能なように 

 
図 2 メイン観測棟と 76 センチ反射赤道儀 

 

図 3 第 2 観測棟と 2 基の反射赤道儀 

 

図 4 第 3 観測棟の双眼鏡 

 

図 5 第 4 観測棟と後方にはメイン観測棟 
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改善し、低位置での観望、観測及び写真撮影

ができるようになっています。 
付属望遠鏡としては、15 センチ及び 10 セ

ンチ屈折望遠鏡に 10 センチと 5 センチファ

インダーを取り付けています。 

図 6 主砲の 76 センチ反射と星空 

 
図 7 76 センチ反射で撮影したＭ42 オリオン大星雲 

 

（2）25 センチダルカーカム反射望遠鏡 

第 2 観測棟には 2 基の赤道儀が備え付けら

れ、メインの 76 センチ（図 6、図 7）ととも

に観望会などでは観望用として用いられます

が、そのうちのひとつが 25 センチダルカー

カム反射望遠鏡です。焦点距離が長いので高

倍率に適し、月、惑星をはじめ星雲、星団の

観望及び撮影に使用します。 
（3）20 センチＦ5 反射望遠鏡 

星雲、星団の観望用に用いるほか、鏡筒を

はずし赤道儀にシステムプレートを取り付け、

星野写真撮影にも使用します。 
いろんな光学系を載せることができるため、

天体写真撮影に用いる頻度が高い赤道儀です。

（4）15 センチ双眼鏡 
第 3 観測室に設置された 15 センチ双眼鏡

はその集光力を活かして、星雲、星団の観望

に利用しています。光害の少ない天文台での

星雲、星団観望は人気が高く、イベントのな

い日に訪れた会員は、時には独占使用により

星見を満喫することもできます。 
（5）フリー赤道儀 

第 4 観測室の赤道儀には最初からシステム

プレートが取り付けられており、その上に鏡

筒をつければ天体観望や観測に、カメラを取

り付ければ星野写真が撮影できるようになっ

ています。 
 

4. 天文台の運営 
4.1 16 年の歴史 

天文台では観測施設や機材を維持、運営し

ながら観測、観望等の活動を進めていますが、 
協会会員は高齢化の傾向にあり、「天文台はあ

と何年保つか？」といった議論に及ぶことも

あり、総会では天文台の適正な運営、維持が

できているかどうかを確認しながら今後の協

会の方向性を確認し、翌年度の事業を決め、

無理のない活動、運営をめざしています。 
協会として、ＮＰＯ法人化はめざしていま

せんが、法人化できるだけの規約の制定や会

計処理それに事業活動などを開台の 1998 年

当初から継続してまいりました。 
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協会設立当初から 76 センチ反射赤道儀を

メインとした天文台を建設し、運営すること

が目的でしたから、一般の天文同好会とは異

なり、高額の入会金を支払うことが入会の条

件となる組織となっている特徴もあります。 
当初、20 名足らずの会員でスタートし、現

時点では正会員 39 名で運営しています。 
協会設立当初の会員の活動は、天文台適地

の調査から始まりましたが、幸い光害の少な

い適地として、神津牧場のご厚意により牧場

所有の敷地借用ができ、天文台を建設するこ

とができました。 
 
4.2 運 営 

協会及び天文台の運営は協会の規約及び天

文台の運営規約等に基づき進められており、

毎年 11 月に総会を行い、当年度の総括及び

翌年度の活動計画を定め、活動しています。 
会計予算は年 40 万円程度で、建物や機材

の維持管理並びに活動に要する費用に充てて

います。収入は原則会員の年会費に頼ってお

り、支出予算はおおよそ収入額に見合った金

額となっています。 
会の役員は総会で選出し、会長（天文台長）、

企画、機材、営繕、会計等の各役員を定め、

役員を中心にイベント等の活動や天文台の運

営を進めています。 

図 8 76 センチ反射の前で 

 

4.3 年間の活動 

年間の活動内容及び予算は総会で決めて進

めているところですが、天文台の使用は、会

員は自身の観測や使用目的に応じて、いつで

も使用（図 8）できます。 
一般の方々に対しては、一般観望会等の天

文台公開日を設けており、76 センチ反射式赤

道儀をはじめ、各種望遠鏡による天体観望を

楽しんでいただいています。 
1 年間の活動は、2015 年度では表 1 のとお

り予定されています。 
表1 2015年度イベント計画案 

日 程 イベント名 

4月18日(土)１3h～ 天体写真展準備 

4月18日(土)18h～ メシエマラソン 

4月19日(日)～翌年 天体写真展 

5月16日(土)18h～ 一般観望会 

5月17日（日）9h～ 神津牧場花まつり観望会 

6月27日（土）14h～ オーナーズミーティング 

7月18日(土)13h～ 作業日 

9月26日(土)13h～ 作業日 

10月17日(土)18h～ 天体写真撮影会 

11月6日(金)～8日(日） 天体観望会ツアー 

11月21日(土)13h～ 13h総会,18h一般観望会 

 
図 9 懇親会の様子 

 

この中で、作業日は草刈りや建物のメンテ

ナンス作業など及び懇親会（図 9）を行いま

す。ただし、ノンアルコールで！ 

 

4.4 会を支える運営会議、役員 

会の運営や行事の詳細等について決定し、

進めていくために役員による運営会議（図

10）を適宜開催しています。 
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年次総会で決められた年間行事の詳細や観

測機材のメンテナンス等について話し合われ

ます。 

 
図 10 運営会議の様子（平成 26 年 1 月） 

 
4.5 予算の骨格をなす年会費の徴収 

どこの会でも頭を悩ますのが会費の徴収だ

と思います。協会ではこの会費が唯一の収入

源として天文台の維持、管理及び運営を行っ

ているわけですから、会費なくしては成り立

ちません。 
年 12,000 円の会費徴収には、滞納者も出

てまいりますが、督促も行いながらなんとか

徴収率アップを図っているところです。 
 

4.6 広 報 

会につきものは「会報」ですが、協会では

「天文台通信」という名称で年 6 回発行し、

会員への伝達事項やお知らせなどに用いてい

ます。また、活動報告や会員投稿なども掲載

しています。 
対外的には年間活動内容のポスターを作成

し関係者へ配布します。地元の小中学校への

掲示は教育委員会にお願いしています。 
また、会員専用の掲示板をもうけ、ネット

環境による掲示とさらに会員有志でメーリン

グリストによる連絡通信も行っているところ

です。加えて、古くなったホームページを廃

止し、2014 年 12 月からは協会専用の新たな

公式ホームページを開設しています。 
 

5. これからの天文台 

5.1 高齢化する協会会員 

会員の平均年齢が毎年 1 歳ずつ上昇する現

状は、協会の活動、天文台の維持、運営に大

きな障害となってくることは明白であり、ひ

とつは、いつかやってくる天文台閉鎖に向け

た天文台敷地の現状復旧のための予算づく

りがあげられます。すでに、毎年、積み立て

を開始しており、準備に備えています。 
もうひとつは、若い会員の参入です。入会

金 40 万円の協会にはなかなか新規会員は誕

生しません。そこで今、議論していることは

入会金の値下げや仮入会などの措置です。 
まだ、議論の最中で結論は出ておりません

が、なんらかの対応により天文台を若返らせ

たいと思っています。 
 

5.2 機材の使い方の変遷 

 76 センチ反射赤道儀は、1984 年のハレー

彗星接近前に製造されたもので、すでに 30
年が経過していますが、そのオールド赤道儀

をそのまま使っているわけではなく、鏡面の

再メッキ、モータードライブシステムの全交

換、リレーレンズ方式による接眼位置の改善

といったことに加え、天体写真撮影にも対応

する赤道儀に調整してきており、会員対象の

撮影会などで講習を重ねて会員の技術の向

上も進めているところです。 
これから登場するであろう幾多の撮影機

材の発達などに対応できるように機材の更

新、技術の向上を目指していきたいと考えて

いるところです。 
本誌読者のみなさまも機会を見て、ぜひ神

津牧場天文台にお立ち寄りいただきたいと思

います。 

 

田中 千秋 
chiaki407@gmail.com 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 1200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [515.906 728.504]
>> setpagedevice


